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　「
子
ど
も
の
能
力
は
無
限
。
そ
し
て
そ

の
基
礎
を
つ
く
る
の
が
幼
少
期
で
す
。
家

庭
の
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
す

べ
て
の
子
ど
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
提

供
し
、“
好
き
”
を
見
つ
け
、
可
能
性
を

広
げ
て
ほ
し
い
」。
島
根
県
初
の
男
性
保

育
士
と
し
て
長
年
現
場
で
活
躍
し
て
き
た

森
脇
良
孝
理
事
長（
71
）。
柔
和
な
笑
顔
と

紡
が
れ
た
言
葉
に
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

温
か
い
思
い
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

　
1
9
5
4
年
、
浜
田
市
内
で
も
数
少
な

い
認
可
保
育
園
と
し
て
保
育
事
業
を
開

始
。
当
時
、
近
隣
に
は
多
く
の
水
産
加
工

場
が
あ
り
、
働
く
女
性
の
子
育
て
支
援
と

し
て
自
身
も
水
産
加
工
場
を
営
ん
で
い
た

森
脇
理
事
長
の
祖
父
が
設
立
し
た
。
69
年

に
社
会
福
祉
法
人
化
し
、
現
在
は
4
つ
の

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
一
つ
の
保

育
園
の
運
営
に
加
え
、
浜
田
市
か
ら
の
委

託
で
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
や
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

　
元
々
は
大
学
で
水
産
学
を
学
ん
で
い
た

森
脇
理
事
長
。
父
や
祖
父
の
切
望
を
受
け

て
故
郷
で
保
育
事
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
、
大
学
の
聴
講
生
や
通
信
教
育
で
学
び

を
得
た
。
77
年
に
保
育
士
の
資
格
取
得
が

男
性
に
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
79

年
に
国
家
資
格
を
取
得
。
島
根
県
第
一
号

の
男
性
保
育
士
と
な
っ
た
。「
保
育
に
つ

い
て
学
ぶ
に
つ
れ
、
そ
の
重
要
性
を
感

じ
、
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
つ
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
す
」

　
そ
の
後
、
幼
稚
園
や
小
学
校
の
教
諭
免

許
も
取
得
。
そ
ん
な
中
で
芽
生
え
た
の

が
、
幼
保
一
元
化
へ
の
思
い
だ
。「
制
度

や
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
子
ど
も
が
区
別
さ

れ
、時
に
差
別
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
が
等
し
く
育
ま
れ
る
場

所
を
つ
く
り
た
い
」。
06
年
に
認
定
こ
ど

も
園
制
度
が
創
設
さ
れ
た
の
を
機
に
保
育

園
児
と
幼
稚
園
児
を
一
体
的
に
み
る
施
設

へ
の
転
換
を
図
り
、
09
年
に
島
根
県
初
の

認
定
こ
ど
も
園
「
あ
さ
ひ
子
ど
も
園
」
を

開
園
。
そ
の
後
、
他
の
3
つ
の
保
育
園
も

認
定
こ
ど
も
園
化
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
保
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
重

視
。
特
に
芸
術
面
の
体
験
活
動
に
早
く
か

ら
注
力
し
、
マ
ー
チ
ン
グ
や
和
太
鼓
、
積

み
木
、
絵
画
な
ど
幅
広
く
取
り
組
む
。
野

菜
の
栽
培
や
料
理
、
水
泳
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、

子
ど
も
た
ち
の
個
性
あ
る
成
長
に
つ
な
が

る
と
い
う
思
い
が
根
底
に
あ
る
。

　
今
後
は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
研
究
も
進
め
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
事
業

幅
の
拡
大
に
も
挑
む
が
、
軸
を
置
く
の
は

あ
く
ま
で
も
保
育
事
業
。「
す
べ
て
の
子

ど
も
に
と
っ
て
良
い
環
境
を
つ
く
り
、
育

む
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
で
き
る
こ
と
は

ま
だ
ま
だ
あ
る
」

学びと遊びの居場所づくり
2つの放課後児童クラブ

親子が集う交流のひろば
地域の子育て支援の拠点

上府小学校跡地を活用
地域とつながる保育園

子どもたちに平等な環境を
4つの認定こども園

浜田市からの委託事業として、市
立原井小学校児童を対象とした
「ふたば学級」、市立国府小学校児
童を対象とした「かもめ・かぜの
子学級」の2つの放課後児童クラブ
を運営。放課後や学校の長期休業
日などに適切な遊びと生活の場を
提供している。

浜田市の委託を受け、2019年から
地域子育て支援拠点事業「なない
ろクラブ」を「あさひ子ども園」内
で実施。子育て中の親子の交流の
場を提供するほか、子育てに関す
る相談や情報提供、保健師や栄養
士らを講師に招いた各種講習会な
ども行っている。

旧浜田市立上府小学校の跡地活用
の一環として2017年、地域ニーズ
の高い保育園を開設。現在は定員
90人で保育事業を行っている。保
育所地域活動事業として、老人福
祉施設訪問などの世代間交流や地
域の異年齢児交流、保護者らを対
象とした育児講座も実施している。

島根県第1号の認定こども園「あさ
ひ子ども園」をはじめ、幼保連携
型の認定こども園「みなと子ども園」
「ながさわ子ども園」「こくふ子ども
園」の計4施設を運営する。すべて
の子どもが等しく育まれる環境をつ
くりたい思いで、保育園からの移行
を進めてきた。

島
根
県
初
の
認
定
こ
ど
も
園
開
設

芸
術
面
の
体
験
活
動
に
注
力

大学では水産学を学んでい
た森脇理事長。保育業界へ
の転身を決め、23歳でピア
ノに初挑戦した。「まったく
弾いたことがなかったので
大変でした」と苦笑する

浜田市内で4つの幼保連携型認定こども園と１つの保育所を運営す
るほか、放課後児童クラブの運営なども行う《社会福祉法人誠和
会》。子どもに関わる幅広い事業で地域の子育てを支援している。

子どもたちの可能性を広げ、
等しく育まれる環境をつくる
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　就職を意識し始めた高校時代、小学1年生から
続けていたピアノを生かせる仕事として保育士を
思いついた。短大の保育学科に進み、保育士の資
格を取得。「取っ掛かりは不純な動機でした」と笑
う。みなと子ども園で10年勤務したのち、21年か
らながさわ子ども園に赴任。「転勤しても顔なじみ
の先生が多くおられるので働きやすいです」
　3歳児を担当。「できることが増えてきているけ
ど、まだまだ甘えたい時期。自立を促しつつ、元
気がない時などはしっかり甘えさせるなど、一人一
人をよく見て状況に応じた対応を心がけていま
す」。保育を行う上で大事にしているのは、子ども
たちの主体的な想いだ。思いをうまく言葉にでき
ない子に対しては視線を観察したりして興味を捉
え、導けるように気を配ることもある。
　子どもだけでなく、クラスを一緒に担当する若
い同僚にも温かな目線で接する。「保育に正解はな
く、若い人から学ぶことも多いです。トラブルや安
全面には気を使いますが、各自の考える保育を尊
重しています」

　小学生の時から保育士を目指し、中学や高校の
職場体験でも保育園を選択。短大で保育士の資格
を取得し、Uターン就職を考えた時、知人に勧めら
れたのがマーチングや和太鼓などに注力している
誠和会だった。「理事長に音楽が苦手だと漏らすと、
『先生ができることを一生懸命やってください』と
言ってもらえたので、前向きになれました」と明る
い表情を見せる。
　幼少期の子どもの発達は著しい。「例えば水に顔
を浸けられなくて泣いていた子が、少しずつ水に
慣れ、息を止めて潜れるようになると自信に満ちあ
ふれた表情に変わります。どんな子も成長できる
力を持っているのだと強く感じます。保育士はそれ
を支えられるやりがいある仕事です」と話す。
　20年以上現場で保育の経験を積んで昨年、主
任職に昇進。プレイングマネジャーとして、子ども
たちの保育を補助しつつ、園内のマネジメントや
後輩の育成に携わる。「当園では23人が働いてい
ますが、年齢や経験はさまざま。全体を見つつ、
一人一人に気を配れる存在でありたいです」

ながさわ子ども園 保育教諭
永見 奈々さん（34）

2012年入社

あさひ子ども園 主幹保育教諭
山本 陽子さん（44）

2002年入社

「保育に正解はない」。
一人一人の状況に応じて対応

プレイングマネジャーとして
人材育成にも注力 　和歌山県出身。長年続けた音楽を生かせる仕事を探す中、UIターン者の支援に注

力する石見音楽文化振興会を知り、移住を決めた。「音楽での就職は狭き門。全国各
地を探す中、オーケストラに所属しつつ、就職先も紹介してもらえる仕組みに惹かれ
ました」。振興会が運営する法人の派遣社員として市内3か所で働き始めたが、今年
から派遣先の一つだった誠和会の正規職員に。放課後児童支援員の認定資格も取得
した。「専門的に子どもたちと関わりたいと思ったのと、勤務時間も配慮していただけ
ると聞いて」。退勤後はフルートの演奏に励むほか、年2回の定期演奏会を始めとする
演奏活動にも力を入れる。児童クラブや、法人が運営する子育て支援事業などでも
演奏を披露。「音楽と放課後児童支援員の二刀流を続けていきたい」

和歌山からIターン。音楽と児童支援の二刀流を実現

放課後児童クラブ・ふたば学級
放課後児童支援員

土谷 奈々さん（28）
2025年入社

　理事長自身が保育士だったこともあり、誠和会は男性保育士の積極的な登用を推進
し、現在7人の男性保育教諭・保育士が活躍。森さんもその一人だ。
　小学生の時の経験を機に、保育に関心を持つように。「泣いていた赤ちゃんが、あ
やしているうちに笑ってくれるのが可愛くて」。専門学校に進学し、保育士資格と幼稚
園教諭2種免許を取得した。
　担当する2歳児の多くは “イヤイヤ期” 真っ盛り。「大変です」と頭をかくが、工夫
した保育が高く評価されている。例えば素直にトイレに行かない子には「トイレ行き
の汽車に乗るよ」と誘導。「少しずつ失敗が減り、おむつが外れるなど子どもの成長
に関われるのがやりがいです」。得意なサッカーも子どもの体育活動に生かしている。

子どもの気持ちに寄り添った保育で成長をサポート

ながさわ子ども園 保育教諭
森 泰輔さん（25）

2021年入社

　食は体の成長に欠かせないだけでなく、心の発達や食への関心、社会性も育む大
切な要素だ。中田さんは、栄養士として献立の作成や食材発注を行うだけでなく、調
理員2人とともに調理や片付けも担当。「『おいしい』って言われるのが一番うれしい
です。調理や献立の工夫が子どもたちの笑顔や意欲につながっていると感じられた時
はモチベーションが上がります」。栄養に加え、旬や地元食材にもこだわった給食は、
ほとんど残食がないという。
　お菓子作りが好きだった中田さん。子どもに関わる仕事を探す中、園内で給食やお
やつをつくる仕事に惹かれた。給食に使った小松菜の根っこを水に漬けて育てても
らったり、子どもらが作った野菜を調理に生かしたりと食育にも力を入れる。

調理や献立を工夫し、子どもたちの笑顔や意欲を創出

あさひ子ども園 栄養士
中田 伽奈さん（29）

2017年入社

　商業高校卒業後、地元で事務職の仕事を探す中、誠和会に出会った。2か所の子
ども園での会計担当を経て、現在は法人本部で約150人の職員の社会保険や給与な
どの労務を担当するほか、社内報づくりにも携わる。「デザインを工夫して少しでも関
心を持ってもらえるよう意識しています」
　2人の子の育児休暇を1年ずつ取得して復帰し、3歳と5歳の子育て中。子どもの急
な体調変化などで仕事を休んだり、早退したりすることも少なくないが、年次有給休
暇や短時間勤務制度などを活用して、育児と仕事の両立を実現している。「2年前か
ら半日単位だった有休取得が時間単位になり、とても使いやすくなりました。同じ部
署を担当する職員が他にいるなど、フォロー体制が整っているのも助かります」

有休や時短勤務を活用し、育児と仕事を両立

法人本部 事務員
大峠 美紗さん（34）

2010年入社

それぞれの立場から子どもたちの笑顔を守る

採用担当者からあなたへ

社会福祉法人 誠和会

さまざまな業務や勤務の形態があり、保育
士をはじめ多様な職種の職員が集まってみ
んなで作り上げる職場ですので、コミュニ
ケーション能力や協調性を持った人材を求め
ています。当法人にはともに成長できる場が
あります。子どもと関わる仕
事に就職希望の皆さま、
ぜひ当法人の求人にご応募
ください。

0855-25-8080
採用に関するお問い合わせ先

事業内容

幼保連携型認定こども園事業、保育所事業、
地域子育て支援拠点事業、放課後児童健全育
成事業

創　業　昭和29（1954）年4月
代表者　理事長　森脇 良孝
職員数　149名（男9名　女140名）
本　社　島根県浜田市港町263-1

浜田市

希望により随時受け付け。電話または
メールにて問い合わせを。

勤務地（採用エリア） 

採用区分

新卒採用

有

キャリア採用

森脇 翼さん
事務局長

問い合わせ
メールは
こちら

公式サイト
（デジタルリード）は
こちら

公式サイトは
こちら

社会福祉法人 誠和会

インターンシップ・キャリア

170171


